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21世紀の世界は？

➢ 次の二つの大きな潮流が同時並行して進展する時代

❑ VUCAの時代：混沌として不確実性が高く激変の時代

❑ AI 革 命 ： 飛 躍 的 進 化 す る AI 技 術 -ChatGPT, Gemini, 

Claude, Genspark ほか

➢ どの様な世界・社会が考えられるか？

❑ 次代の流が早い！

❑ ボーダレス世界(社会)の到来：グローバル2.0の時代。

❑ 環境が大きく変化し、将来の予測が困難。

❑ 既存の価値観やビジネスモデルは通用しない。

❑ 従来の常識、固定概念・社会通念、慣習が通用しない。



グローバルな視点

AI活用力

想像力

問題解決力異文化理解力

人間力

VUCA・AI時代のグローバル人材の要件は？

コミュニケー
ション能力



ワシントンDC
研修プログラムとは？



プログラムの特徴と目的

➢ 世界レベル・本物のグローバル社会を体験す
る短期実践研修プログラム

❑ VUCAxAI時代にグローバル社会を生き抜くために必
要な生きた視点・視座について学ぶ

❑ 国際社会で政治・外交に圧倒的な力を持つ米国、その
中枢であり世界の震源地ワシントンDCを実体験する

❑ 国際舞台で活躍しているエキスパートとの面談や意見
交換を通し、グローバル・マインドに触れる

❑ 世界に通用するグローバル・マインドの理解

▪ タフな精神力、柔軟性



舞台はワシントンDC

ワシントンDC

▪ 位置：米国北東部、岩手県一関

▪ 人口 (2024年): 70万 (八王子市の1.2倍)

ワシントン首都圏 (約600万) 

▪ 面積：177 km2 (八王子市の1.05倍)

ワシントンDC：



なぜワシントンDCなのか？

➢ 外交・国際動向を決定づける中枢

➢ 国際的に影響力ある重要な世界トップの機関・機能が集積

❑ 国際機関

▪ 世界銀行、IMF、IDB、PAHO、OAS、国連関連オフィス

▪ 世界的なシンクタンク：ブルッキングス研究所、カーネギー国際平和基
金、戦略国際問題研究所（CSIS)

❑ 米国大統領府 (ホワイトハウス)

▪ 自由主義・民主主義の推進

▪ 国際社会の模範

▪ グローバル(デフォルト)基準の
セッター

▪ 慈善的、博愛的精神

❑ 力によるパワー外交

▪ 関税による外交・通商交渉

❑ 国内の現状

▪ 深刻な格差（地域、民族、教育）

▪ 深刻な分断の現状



プログラムの日程（案）

日 月 火 水 木 金 土

8月30日 31 9月1日 2 3 4 5

M

関係機関訪問

E

6 7 8 9 10 11 12

関係機関訪問

A 関係機関訪問

E

13 14 15 16 17 18 19

M

研修総括

E 懇親会

渡航：

東京―DC

集中語学研修: ICLS

9:00 - 13:00

ボランティア活動

M

フリー：自由行動

スミソニアン博物館

休日：

自由行動・

研修準備

関係機関訪問 フリー：自由行動

ナショナル・モール

ほか

A

合同MTG
Conversation club/ filed trip

渡航 (帰路)：

DＣ-> 東京

９月20日着

集中語学研修: ICLS

9:00 - 13:00 フリー：自由行動

ナショナル・モール

ほかConversation club/ filed trip

ボランティア活動

A

ボランティア活動

フリー：自由行動

アーリントン墓地

関係機関訪問



➢ 国際ボランティア

▪ DCCK

▪ Martha’s Table

▪ Capital Area 
    Food Bank

プログラムの活動内容：国際専門機関訪問

➢ 国際機関

▪ 世界銀行、IMF
▪ アジア開発銀行

北米代表オフィス

➢ シンクタンク

▪ 笹川平和財団USA 

▪ East-West Center
▪ 日米協会



大学訪問・クラス聴講

➢ ジョージワシントン
大学国際関係学部

➢ ジョージタウン大学
国際学部

➢ アメリカン大学
国際関係学部



日米関係機関・団体訪問ほか

➢ リサーチ調査会社

➢ 富裕層インバウンド観

米

➢ 在米日本大使館

➢ 若手起業家：Hatch 
Apps



その他活動・懇親会

➢ 懇親会

➢ 航空宇宙博物館 ➢ 米国議会 ➢ 米国最高裁判所

➢ 茶の湯体験➢ 集中語学研修



❑ 開催時期： 2026年夏季 (日本発着)   20泊22日

▪ 8月30日 (日) –9 月20日 (日) 

❑ 宿泊施設：ホステル宿泊施設 6人部屋 (24時間体制)

❑ フライト：全日空直行便（羽田―ワシントンDC）

❑ 募集人数：15名 程度

❑ 参加費用： 75万円(税込) 分割支払可

❑ 英語力： TOEIC550を目標

❑ 参加費用に含まれる項目：

プログラ参加費、渡航費、現地宿泊費、現地送迎（空港-宿
泊施設）、講師・特別講義代、大学基金寄付金、教材及び関
係資料代など

※ 中東情勢の影響で、 燃油サーチャージの大幅値上げ！

プログラムの実施概要



❑ 参加申込書：締切りー2026年5月30日 (土) 

❑ 語学プレイスメントテスト：ICLS

▪ 日程：2026年6月中旬以降を想定 

❑ 研修費用振込み期限

▪ 支払い：2026年6月12日 (金)

▪ 分割支払い可：要相談

提出書類・事前の準備ほか

注意事項：

❑ 特に留学生は、ビザ申請(書類提出＋面接)がかなり厳しくな
り、また相当の時間を要するため、直ぐに申請開始を推奨。



➢ 実践的語学力の研鑽

❑ オンライン英会話：

▪ サイト比較： https://www.englishtalk.jp/

https://eikaiwa.kakaku.com/online_english/

❑ ウェブサイトやオンライン語学教室の活用

▪ NHK World: https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/news/

▪ CNN: http://edition.cnn.com/

▪ BBC: http://www.bbc.com/news

▪ Reuters: http://www.reuters.com/

▪ TED: https://www.ted.com/

❑ アジア関連：

▪ NIKKEI Asia Review：http://asia.nikkei.com/

研修事前準備ほか

https://www.englishtalk.jp/
https://eikaiwa.kakaku.com/online_english/
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/news/
http://edition.cnn.com/
http://www.bbc.com/news
http://www.reuters.com/
https://www.ted.com/
http://asia.nikkei.com/


DC夏季研修のビデオ



➢不確実性が高く激変するVUCAそして急速に
進化するAI時代にあって、時代を読み解く視
点・視座が不可欠

➢グローバル/デジタルリタラシーを高めよう。

最後に

「変化の激しい時代に、挑戦し
ない選択肢は最大リスク！」



一般社団法人 

日本グローバル・イニシアティブ協会
Japan Global Initiative

:03-6902-0221   :03-6902-0395      :info@jgi.or.jp

:www.jgi.or.jp :facebook.com/jgi/or 

研修を通して、21世紀の激変する時代を
生抜くグローバル・マインドを磨こう！

2026 Washington D.C. 
Internship Program

コンタクト：綿貫（Watanuki）
E-mail: mwatanuki@jgi.or.jp
携帯： 070-1270-0502

mailto:mwatanuki@jgi.or.jp
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